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準
的
な
繰
越
金
と
は
、
ど
の
く
ら

い
の
金
額
が
適
当
な
の
か
。

　

ま
た
、
市
民
要
望
に
対
す
る
事

業
執
行
は
、
ど
の
程
度
満
た
さ
れ

た
の
か
。

・
答
弁
（
企
画
財
政
部
長
）

　

一
般
的
な
繰
越
額
は
、
標
準
財

政
規
模
の
五
％
と
言
わ
れ
て
お
り
、

羽
生
市
に
あ
て
は
め
た
場
合
、
約

五
億
円
程
度
に
な
る
。

　

ま
た
、
市
民
要
望
に
対
す
る
事

業
執
行
に
つ
い
て
は
、
歳
出
予
算

の
執
行
率
が
九
十
七
・
二
％
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
予
定
ど

お
り
の
執
行
が
で
き
た
も
の
と
考

え
て
い
る
。

・
議
案
第
五
十
五
号

○
議
案
第
四
十
五
号　

平
成
十
八

年
度
羽
生
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算

・
質
疑　

公
立
保
育
所
の
今
後
の

在
り
方
に
つ
い
て

・
答
弁
（
市
民
福
祉
部
長
）

　

市
内
七
ヶ
所
の
公
立
保
育
所
は
、

施
設
の
老
朽
化
と
少
子
化
の
進
行

に
応
じ
た
計
画
的
な
整
備
が
必
要

に
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
今
ま

で
の
調
査
検
討
を
も
と
に
、
自
治

会
長
、
民
生
委
員
、
保
護
者
会
、

保
育
関
係
団
体
の
代
表
者
か
ら
な

る
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
、
本

年
度
中
に
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
方
向
性
を
出
し
て
い
き
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
疑
〉

・
議
案
第
四
十
六
号
、
議
案
第
四

十
七
号
、
議
案
第
四
十
八
号
、
議
案

第
四
十
九
号
、
議
案
第
五
十
二
号
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議
案
に
対
す
る
質
疑

中
島
直
樹
議
員

斉
藤　

隆
議
員

○
議
案
第
四
十
五
号　

平
成
十
八

年
度
羽
生
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算

・
質
疑　

十
一
億
九
千
万
円
を
超

え
る
繰
越
金
が
出
て
い
る
が
、
標

○
議
案
第
四
十
五
号　

平
成
十
八

年
度
羽
生
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算

・
質
疑　

当
市
の
決
算
状
況
か
ら
、

今
後
合
併
が
必
要
な
の
か
否
か
。

・
答
弁
（
企
画
財
政
部
長
）

　

合
併
し
た
行
田
市
で
は
、
特
例

法
に
よ
り
交
付
税
、
合
併
特
例
債

等
の
優
遇
措
置
を
受
け
て
い
る
。

　

し
か
し
、
合
併
を
行
っ
て
も
そ

の
後
の
継
続
的
な
行
財
政
改
革
を

断
行
で
き
な
け
れ
ば
、
財
政
破
た

ん
は
着
実
に
進
行
し
て
い
く
。

　

当
市
は
、
行
財
政
の
効
率
化
に

よ
り
十
九
年
度
の
交
付
税
減
額
分

も
補
填
で
き
て
お
り
、
今
後
も
事

務
事
業
評
価
等
に
よ
り
適
切
な
財

政
健
全
化
を
図
っ
て
い
く
べ
き
時

期
に
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

〈
そ
の
他
の
質
疑
〉

藤
倉
宗
義
議
員

小
野
幸
夫
議
員

○
議
案
第
五
十
号　

平
成
十
八
年

度
羽
生
市
住
宅
資
金
貸
付
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

・
質
疑　

本
特
別
会
計
の
閉
鎖
時

期
に
つ
い
て　
　

・
答
弁
（
総
務
部
長
）

　

本
会
計
は
、
同
和
対
策
特
別
措

置
法
等
に
よ
り
、
住
環
境
整
備
を

目
的
に
設
置
さ
れ
た
。

　

昭
和
四
十
三
年
度
か
ら
平
成
六

年
度
ま
で
の
貸
付
事
務
以
降
、
そ

の
貸
付
金
の
償
還
事
務
の
み
が
平

成
三
十
一
年
度
ま
で
続
く
。

　

特
別
会
計
の
閉
鎖
時
期
に
つ
い

て
は
、
現
段
階
で
は
明
示
で
き
な

い
が
、
遠
く
な
い
時
期
に
廃
止
の

審
議
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

〈
そ
の
他
の
質
疑
〉

・
議
案
第
四
十
五
号

約
十
二
億
円
で
あ
る
が
、
当
初
予

算
に
三
億
円
計
上
し
て
あ
る
こ
と

や
普
通
交
付
税
の
減
額
、
財
政
調

整
基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
を
考
え

る
と
、
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
く
、
基
金
へ
の
積

立
時
期
な
ど
を
改
善
し
、
対
応
し

て
い
き
た
い
。

○
議
案
第
五
十
五
号　

平
成
十
九

年
度
羽
生
市
一
般
会
計
補
正
予
算

第
三
号

・
質
疑　

障
害
者
福
祉
事
業
と
し

て
補
正
計
上
さ
れ
て
い
る
通
所

サ
ー
ビ
ス
利
用
促
進
事
業
費
補
助

金
の
対
象
事
業
所
及
び
対
象
者
数

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
ま
た
、
こ

の
事
業
の
補
助
基
準
に
つ
い
て
併

せ
て
伺
い
た
い
。

・
答
弁
（
市
民
福
祉
部
長
）

　

こ
の
補
助
の
対
象
施
設
は
、
む

さ
し
の
園
、
羽
生
作
業
所
、
共
愛

会
職
業
セ
ン
タ
ー
、
希
望
の
里
の

四
施
設
で
あ
り
、
こ
の
通
所
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
対
象
者
は
、

七
十
二
名
で
あ
る
。

　

ま
た
、
補
助
基
準
は
、
一
回
の

送
迎
に
つ
き
、
お
お
む
ね
十
人
以

上
が
利
用
し
、
週
三
回
以
上
の
送

迎
を
実
施
し
て
い
る
施
設
で
あ
る
。

○
議
案
第
四
十
五
号　

平
成
十
八

年
度
羽
生
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算

・
質
疑　

繰
越
金
を
多
く
残
す
こ

と
は
好
ま
し
い
対
応
で
は
な
く
、

繰
越
金
が
多
額
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
た
段
階
で
、
財
政
調
整
基

金
等
へ
の
積
立
を
し
、
後
に
必
要

と
な
る
財
源
の
確
保
を
す
る
こ
と

が
、
市
民
に
と
っ
て
分
か
り
や
す

い
対
応
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

・
答
弁
（
企
画
財
政
部
長
）

　

平
成
十
八
年
度
の
繰
越
金
は
、

高
橋
督
儀
議
員

蜂
須
直
巳
議
員


